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Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
方
か
ら
ご
自
身
の
学
生
時
代
を
テ
ー
マ

に
一筆
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
自
分
の
青
春
時
代
と
比
べ
て
み
て
下
さ
い
。

  

自
由
だ
け
ど
不
自
由
？
　 

　

朝
、
娘
が
自
分
で
前
髪
を
切
っ
て
い
た
。

　
「
な
ぜ
前
髪
を
切
っ
て
い
る
の
？
」
と
聞
く
と
、「
眉
毛

よ
り
前
髪
が
上
で
な
い
と
だ
め
な
の
。」
そ
う
言
う
の
で
、

「
中
学
校
の
校
則
は
厳
し
い
ね
。」
言
う
と
、「
高
校
も
同

じ
だ
よ
。」
言
う
娘
に
、「
高
校
に
校
則
が
あ
る
の
？
」
聞

く
と
、「
あ
た
り
ま
え
じ
ゃ
な
い
、
お
母
さ
ん
の
行
っ
て

た
高
校
は
、
校
則
な
か
っ
た
の
？
」
不
思
議
な
顔
を
し
て

聞
く
の
で
、「
制
服
も
校
則
も
無
か
っ
た
よ
。」
言
う
と
、

「
い
い
ね
、
そ
ん
な
高
校
も
あ
る
ん
だ
。」
う
ら
や
ま
し
そ

う
に
言
う
の
で
す
。

　

私
は
、
高
校
時
代
を
思
い
返
し
て
も
制
服
と
校
則
が
無

く
て
良
い
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
の
で
す
。
逆
に
制
服
と

校
則
は
、
あ
っ
た
方
が
良
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

制
服
が
有
れ
ば
毎
日
何
を
着
て
行
こ
う
か
と
、
悩
ま
な
く

て
い
い
し
、
校
則
が
有
れ
ば
、
高
校
生
ら
し
い
行
動
と
は

ど
う
い
う
行
動
か
と
常
に
考
え
な
く
て
い
い
し
、
と
に
か

く
楽
だ
と
思
う
の
で
す
。

　

制
服
が
、
無
く
て
も
皆

同
じ
よ
う
な
服
を
着
て
い

て
、
先
生
に
個
性
が
無
い

と
言
わ
れ
、
自
由
だ
け
ど
、

あ
る
意
味
不
自
由
な
高
校

生
活
を
送
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
、
ど
う
思
い
ま
す
か
。

第
22
回

第
22
回

第
22
回

第
22
回

　

今
回
の
弁
当
特
集
を
見
な
が
ら

思
い
出
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

高
校
生
当
時
、
僕
は
下
宿
を
し

て
い
て
、
昼
食
と
し
て
下
宿
の
お

ば
さ
ん
が
毎
日
弁
当
を
作
っ
て
く

れ
た
。
こ
の
弁
当
が
ま
た
お
い
し

く
て
、
毎
日
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

食
べ
た
い
盛
り
の
僕
ら
は
た
い
て

い
２
時
間
目
が
終
わ
る
と
弁
当
を

食
べ
き
っ
て
し
ま
い
、
昼
は
購
買

に
カ
ツ
パ
ン
を
買
い
に
い
く
毎
日

だ
っ
た
。

　

あ
る
日
、
教
室
の
前
の
方
の
ド

ア
の
す
ぐ
近
く
の
席
だ
っ
た
Ｓ
君

は
、
休
み
時
間
で
は
食
べ
き
れ
ず

３
時
間
目
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
時
先
生
が
前
の
ド
ア
か
ら

入
っ
て
来
た
。
弁
当
を
机
の
中
に

隠
そ
う
と
し
た
Ｓ
君
だ
っ
た
が
、

弁
当
は
机
の
中
で
は
な
く
膝
の
上

を
す
り
抜
け
て
床
に
ガ
ッ
シ
ャ
ー

ン
。
楽
し
み
に
し
て
食
べ
て
い
た

弁
当
だ
っ
た
の
に
、
と
人
ご
と
な

が
ら
悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
る
。

　

弁
当
に
は
い
つ
の
時
代
に
も
作

る
人
の
愛
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
我

が
家
で
は
弁
当
作
り
は
奥
さ
ん
の

担
当
。
僕
は
弁
当
で
愛
を
詰
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
別
の
形
で

子
ど
も
に
愛
を
詰
め
て
い
き
た
い

と
思
う
。

あ
と
が
き

広報部では弁当写真等をまだまだ募集しております。広報部メールアドレス manazashi@apost.plala.or.jp

清陵ホームページ

広報部メールアドレス

フランスの高校生
　　　本校の生活を満喫
　1学期末の7月13日～21日にフランス
在住の高校生、「リチャール君（リチャー
ド・リシャールと書く場合もあり）」が
本校に体験入学しました。彼が日本の生活や文化に興
味があったことと、彼のお父さんの知人の柴田さんが
横手工業（本校の前身）出身だったという条件が重なり、
急遽ではありましたがこの体験入学が実現したのでし
た。
  リチャード君は、英語、フランス語、スペイン語を
使いこなせる17歳ナイスガイでした。本校の2年3組
に在籍して、1学期最後の1週間を本校で過ごし、日本
の高校や授業を体感し、清陵生とコミュニケーション
を図っていました。
　帰り際、リチャード君にインタビューをしました。
その内容を紹介します。
Q本校（清陵）生徒の印象について
Aみなさん本当に親切に接してくれて、とてもうれし
かったです。全員が私と英語で話そうとしてくれた
ことは驚きでした。

Qフランスとの学校の違いについて
A違う点はたくさんありますが、特
に違う点が2つあります。1つ目
は、先生と生徒がお互い敬意を
払っていることです。2つ目は、
ほとんどの生徒が授業が終わった
後も学校に残っていることです。
Q授業や学習について
A英語の授業内で行った英会話のおかげで、日本の日
常生活についてたくさん知ることができました。
Q驚いたことについて
A清陵は、自分がどこにいるか1日に1回は迷うくらい
校舎が大きかったです。

Q好きな食べ物について
A寿司と天ぷらです。
Q覚えた日本語について
A「おはようございます」「こんにちは」「すみません」「わ
かりません」「～
からきました」「よ
ろしくお願いしま
す」「んだ」など。
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●高校､社会人､結婚するまで母の弁当にお世話になり
ました｡朝早くから作ってもらい､今でもとても感謝
しております。

●高校最後の日に 「いままで母さんのお弁当を食べて
くれてありがとう」 のメッセージを付けて､愛情満
タンの弁当を作った思い出があります｡また､次の子
にも最高のお弁当とメッセージを届けたいと思いま
す。

●高校に行くようになって、部活動などで連日弁当。
気が重いのですが、最後の母親業と思ってがんばり
ます!

●「お弁当美味しかったよ、ありがとう」 の一言で、
　「こちらこそ残さないでくれてありがとう」。お互い
に感謝の気持ちを言った思い出があります。

●当日の朝に急に弁当の日だと言われ、大あわてで作
りなんとか間に合わせた事があった。

●中学生なので部活等でたまに弁当を作ってもらうと
とてもうれしい。高校生になったら毎日弁当。お母
さんよろしくね!

●もっと弁当箱を大きくして下さい。
●感謝感激ひなあられ～。冬になったらみそ汁も下さ
いｍ(__)ｍ

●いつも忙しい中、僕のために美味しい弁当を作って
くれてありがとう。ボリュームがあって最高です。

●いつも、美味しい弁当ありがとうございます。小さいときからお弁当
が 「カワイイ」 と人気だった事を覚えています。これからも、美味し
いお弁当よろしくお願いします。
●いつも卵焼き､ハム､ウィンナーをいれて欲しいです。
●毎日、朝早く起きて弁当を作ってくれてありがとうございます。
●いっぱい食べて、勉強も部活動もがんばってほしい。まだまだ大きく
なってほしい。
●苦手な食材が入っていても、残さず食べているので嬉しい。マンネリ
になりがちかも…ごめんね。

　今回の調査で、前回よりも 「手間・暇・お金」 のすべてで前回を上回
る結果となりました。お弁当作りは大変だけど、その愛情は食べる人た
ちに確実に伝わっているようです。
　たくさんの方々から、アンケート・弁当写真を提供していただきました。
紙面の都合ですべて載せることは出来ませんでしたが、ご協力本当にあ
りがとうございました。数年後の広報部がまたこの企画を継承していた
だけると嬉しいと思います。

〔日替わり愛情たっぷり弁〕

〔のっけ弁〕満足度UP！

中・高生のお弁当の量

女子／600～
男子／800～

800㎖
1000㎖

［お弁当箱の目安］

主食2：主菜１：副菜１

お弁当の比率で栄養バランスの
整ったお弁当になります

　作る時間はほぼ前回と同じ結果、やはり忙しい朝は
スピード勝負になるようですね。

　好きなのは、からあげ・卵焼き・トンカツ・ハンバーグ・
コロッケ・ハム・ウインナーなど、やはり子供達の好
きそうな物が中心で、からあげは回答のほぼ9割をし
めるダントツの人気でした。
　嫌いなのは、トマト・ほうれん草・キュウリ・梅干
し等と野菜が大部分。仕方ないのかもしれませんが、
バランス良く食べて欲しいものです。

　前回（3年前）の調査では、ほとんど使わないが20％
でしたが、今回は、ほぼ半数の方が使っていないよう
です。

　こちらも前回は、半数の方が150円未満の回答でした
が、9割近くが300円超えとなっていました。

そうそれが

　とは言え、「何食べたい？」 と聞くと、たい
がいは 「美味しい物」 と答えになってない答え。
そんな日々の悩みのヒントになればと、広報部
で独自のお弁当に係わるアンケート（中・高・男・
女・親・子、全て無記名）を行ってみました。

〔キャラ弁〕自慢したい!! 〔デコ弁〕楽しくなる!!

１位／１５分～３０分……７８％
２位／３０分以上…………２２％

１５０円……１１％
３００円……３４％
３５０円……２２％
５００円……２２％

ほとんど使わない……４４％
１品～２品使う………４４％
３品以上………………１２％

〔デカ弁〕
ボリューム満点　ごはん２合!
　　　　　　勉強も放課後の部活も　頑張るぞー!!

The 弁当The弁当The弁当The弁当

手作りだから心を伝える、
親から子への
愛情を運んでくれる。

主食

主菜副菜

栄養
バランス
最高！

元気
もりもり

お弁当にまつわるエトセトラ

お弁当にかかる費用は?

冷凍食品を使いますか?

お弁当作りに何分かかりますか?

好きなおかず・嫌いなおかず？




